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の共通教育機構に代わる新たな組織「国際基幹教育院」を 2016 年 4 月に創設します。そこでは、




の拠点整備事業（大学 COC 事業）」等を通じ、多くの自治体と連携した ESD 活動を推進しています。
2014 年 9 月に金沢大学が代表団体となり設立した北陸 ESD 推進コンソーシアムは、学校や企業等、
様々な団体や関係者が北陸地域全体で環境・ESD に取組むべく、積極的にその活動を展開しています。 
金沢大学では、教育研究活動に伴う環境への影響を最小限に抑えるよう、環境負荷の低減を目指し、
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金沢大学環境方針 
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※1：ESD  ：「持続可能な開発のための教育」（Education for Sustainable Development）の略。 
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 人間力強化プログラム（角間の里山保全活動） 
 2014 年 11 月 2 日、角間キャンパス内の里山ゾーンで、人間力強化プログラム「下草刈り」を実
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 環境技術国際コース（旧日中韓環境・エコ技術特別コース）による環境技術者の育成 
本学では、2010 年度より、自然科学研究科博士前期課程において、専攻を横断した日中韓環境・
エコ技術特別コースを設置し、中国・韓国から 8 名の留学生を受け入れ、4 名の日本人学生との国籍
混成チームによる教育を行ってきました。本コースは、環境・エコ技術に関する基礎応用知識の習得
に加え、海外研修と企業インターンシップを通じて、課題発掘・解決能力、コミュニケーション能力








います。2014 年は、「第 2 回アジア環境・エコ技術と政策に関する国際シンポジウム」を開催する
とともに、JST（科学技術振興機構）さくらサイエンスプランを活用し、中国、タイ、カンボジアか
ら 20 名の学生を受け入れて、本コースの学生とともに、1 週間の短期研修プログラムを実施しまし
た。これらの様々な事業に対し、学生自身が運営に携わる学生リーダーシップ制度を構築し、指導力
の育成も行っており、修了後は、様々な分野で活躍しています。 






























































































※環境バイオマス工学研究室 Web サイト：http://www.ce.t.kanazawa-u.ac.jp/~honda/ 
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1.環境に関する教育と研究 
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 環境保健の展開 —北陸からベトナムへ—  
●石川県下における慢性カドミウム暴露による健康影響に関する疫学研究 
石川県小松市を流れる 梯かけはし川がわ上流には旧尾お 小屋ご や 鉱山があり、1971 年まで銅を採掘していました。
その排滓のため、下流にある水田がカドミウムで汚染されました（地図参照）。カドミウムの生物学的
半減期（体内に取り込まれたカドミウム量が半分になるまでの期間）は 10-30 年と長いので、カド
ミウムによる慢性的な健康影響を明らかにするため、1986 年以降 2014 年までの 28 年間に、梯

















（出典：「環境保健レポート」38 巻 104 頁
昭和 49 年度政府保管産米中ｶﾄﾞﾐｳﾑ濃度） 
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1.環境に関する教育と研究 
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●ベトナムにおける枯葉剤/ダイオキシン類による健康影響に関する疫学研究 
























   【男児】        【女児】 
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 附属図書館の取組み 




属図書館 ECO 学習コンクールの実施、②ECO 学習コンクール「何でも相談会」の実施、③いしかわ
環境フェア 201４への参加等を行いました。以下に、これらの取組みについて紹介します。 
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第３回金沢大学附属図書館 ECO 学習コンクール受賞者 






小学校 金沢大学附属小学校 6 年 吉岡 知足 続・そら納豆研究 そら納豆で発電しよう！ 










金沢市立田上小学校３年 相良 碧生 牛乳でお皿を作ろう 
金沢市立西小学校５年 宮野いず美 地球温暖化防止のために出来ることについて考えよう。 
金沢大学附属小学校６年 余合志央莉 燃料電池車は地球を救えるか？ 
中学校 
金沢市立紫錦台中学校１年 西尾 亮人 涼しさの秘密を探る 
金沢大学附属中学校 2 年 阿曽 友香 広まれ燃料電池！！～期待される次世代エネルギー Fuel Cell ～ 





小学校 金沢大学附属小学校 5 年 林  優希 温かい水とつめたい水を温度変化少なく保つには？ 
中学校 金沢市立兼六中学校３年 落合 結希 白山の高山植物と外来種問題 
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2 万 5 千人の参加がありました。 
 
④ その他の活動（「いしかわ事業者版 ISO 優良活動表彰」等） 




・中央図書館    8 月 6 日（水）～9 月 19 日（金） 
・自然科学系図書館 8 月 6 日（水）～9 月 22 日（月） 
・医学図書館    8 月 1 日（金）～8 月 30 日（土） 
 
附属図書館は、これらの活動が先駆的・模範的な環境保全活動に積極的に取組み、顕著な成果があ
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 北陸 ESD 推進コンソーシアム 
 金沢大学は、「国連持続可能な開発のための教育の 10 年」（2005 年～2014 年）を通じて北陸に











者が協力して北陸における ESD を推進することを目的としています。 
 
 コンソーシアムは、その目的を達成するため、以下の活動を行っています。 
○ユネスコスクールをはじめとする学校での ESDの推進と国内外の ESD推進校との交流の促進 
○公民館、図書館をはじめとする社会教育施設、青少年教育施設を通じた社会教育における ESD
の推進 
○Web サイトや成果報告会等を通じた ESD 関連情報の共有 
○ESD に関するマルチステークホルダーの対話の場の構築 
○企業、NGO を含む様々なステークホルダー間の協働の機会創出 
 2015 年 3 月末現在、ユネスコスクールをはじ
めとして 100 以上の団体、個人がコンソーシア
ムに参加しています。 
 コンソーシアムの Web サイトからは、ESD 関
連の新着情報のほか、ESD の基礎知識、コンソー
シアムの沿革や組織、北陸をはじめとするさまざ
まな ESD 関係の資料などが入手できます。 
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電力：5,479 万 kWh 
ガス：  390 万ｍ3 
水 ：  50 万ｍ3 
重油： 710 kｌ  
紙 類 ：  210 t 
電力：2,273 万 kWh 
ガス：  286 万ｍ3 
水 ：   24 万ｍ3 
 
電力：3,206 万 kWh 
ガス：  104 万ｍ3 
水 ：   26 万ｍ3 
総供給量(Input) 
排出量(Output) 
温室効果ガス：  45 千 t- C O 2 
廃棄物      ：  2,130 ｔ 
排 水   ：   48 万ｍ3 
リサイクル紙類：249 ｔ 
再利用物質  ：258 ｔ 
温室効果ガス吸収： 





































































発電を所有しており、それぞれ年間約 5 万 kWh、約 87 万 kWh を発電しました。 
また、自然エネルギーの利用も行っており、現在、自然科学図書館、1、2 号館、本館各屋上には
10 kW、20 kW、30 kW、100 kW 各 1 基及びインキュベーション施設屋上に 10 kW  1 基の
太陽光発電パネルが、附属高校校舎および体育館の屋上に、それぞれ 10 kW 各 1 基、附属病院屋






※5：「エネルギー消費原単位」は、建物延床面積 1m2 当たりの原油概算量（Ｌ）で表します。 
原油概算量係数として 0.0258kl/GJ を使用しました。 
エネルギー消費量は電気、ガス、重油、灯油、プロパンガスの発熱量により算出しています。  
エネルギー消費量の算出では、電力の単位発熱量は 9.97ＧＪ/千ｋWｈ（昼の値）、都市ガスの 
単位発熱量は 46 ＭＪ/Ｎｍ3、他はガイドラインの換算係数等を使用しました。 
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 4.環境配慮への取組み 
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体の電気消費量の約 0.6％相当）、病院地区にて年間約 1 万 kwh、平和町地区で年間約 2 万 kwh の
電力を利用しています。 
本学では 2014 年度から、年間気温等の補正を行った上で前年度比 1％以上のエネルギー使用量






































ターの有機系廃液処理装置は老朽化のため、2014 年 9 月より稼働を中止し、緊急委託処理をしてい
ます。 
2010 2011 2012 2013 2014 2010 2011 2012 2013 2014
古紙　* 288.5 222.2 253.4 259.9 251.1 82.3 96.2 97.3 98.6 99.0
ペットボトル 37.0 39.3 39.6 36.4 37.6 100.0 100.0 100.0 99.9 100.0
蛍光灯 2.2 0.8 1.5 1.6 3.0 81.8 51.2 93.2 96.0 96.7
金属くず 123.5 122.5 25.5 96.0 94.6 81.9 100.0 100.0 93.2 99.9
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 水資源の利用状況 
金沢大学における年間水使用量は、およそ 50 万 m3 となり、2013 年度に比べ約 3％減少しました。 
ここ 5 年間ほどは、ほぼ横ばいの傾向が続いています。なお、角間キャンパスでは井水を散水等に
約 3 万ｍ3 程を別途使用しています。今後も自動水洗式への設備改修や日頃の節水をさらに徹底してい
きます。 
 






A 重油ボイラーは主に冬季のみの暖房用に使用しています。また 2014 年度には宝町鶴間地区のＡ
重油ボイラー2 台を老朽化等のため撤去し、エアコンや電気式チラー等に変更しました。上記の測定
結果を基に算出した年間の総排出量を、一部の設備について下表に示します。 
2010 2011 2012 2013 2014 規制値 2010 2011 2012 2013 2014 規制値 2010 2011 2012 2013 2014 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　 3台 40 34 28 31 30 150  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 12.65  <0.01  <0.01  <0.01 0.01 0.01 0.10
角間南地区 ガス発電機      1台 40 38 43 49 42 600  <0.01  <0.01 0.01 0.02 0.01 3.01  <0.01  <0.01 0.01 0.01 0.01 0.05
角間北地区 Ａ重油ボイラー  3台 89 74 78 87 79 180 0.27 0.51 0.52 0.68 0.67 14.4 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.30
附属病院地区 ガスタービン　　 3台 34 43 30 35 27 70  <0.01 - - - - 0.30
附属病院地区 ガスボイラー     3台 53 53 64 53 59 180  <0.01 - - - - 0.30
附属病院地区 Ａ重油ボイラー  1台 65 72 51 58 62 180 0.01 0.01 0.01 0.02 0.01 0.30
宝町鶴間地区 Ａ重油ボイラー  4台* 58 60 65 30 68 180 0.27 0.26 0.29 0.09 0.59 － 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.30
平和町地区 Ａ重油ボイラー　1台 79 69 64 63 92 260 0.20 0.07 0.08 0.15 0.39 2.52 0.02 0.01 0.02 0.02 0.01 0.30
その他 Ａ重油ボイラー　2台 85 84 62 82 78 250 0.15 0.18 0.12 0.18 0.29 5.10 0.03 <0.01 0.03 0.02 0.02 0.30
*宝町鶴間地区Ａ重油ボイラーは2011年度までは3台値、2012～2013年度は6台、2014年度は4台の値
ばいじん等の大気排出濃度と規制値
換算ＮOｘ濃度 (ppm） SＯx排出量 （Ｎｍ3/ｈ） 換算ばいじん濃度 （ｇ/Ｎｍ3）
上水（市水・井水）使用量 下水（市水・井水）排水量 
2010 2011 2012 2013 2014 2010 2011 2012 2013 2014 2010 2011 2012 2013 2014
角間北地区 Ａ重油ボイラー3台 386 306 307 363 327 1 2 3 3 3 53 36 34 33 47






















2014 年度 グリーン購入実績 
分   野 目標 総調達 特定調達物品 目標達成
紙類（7品目） 100% 210,160kg 205,850kg 1品目を除き各品目100%
文具類（82品目） 100% 473,046個 473,046個 全品目100%
オフィス家具・インテリア等（16品目） 100% 270,571個 270,571個 全品目100%
ＯＡ機器（19品目） 100% 83,745個 83,745個 全品目100%
家電製品（照明,エアコン等含む20品目） 100% 9,906台 9,906台 全品目100%
役務（18品目） 100% 36,883件 36,883件 全品目100%
他の特定調達物品
 [２サイクルエンジン油]（1品目） 100% 25Ｌ 25Ｌ 全品目100%
オフィス家具・インテリア等
 [カーペット等]（4品目） 100% 4,342㎡ 4,342㎡ 全品目100%
文具類 [グラウンド用白線]（1品目） 100% 5,100kg 5,100kg 全品目100%
他の特定調達物品（37品目） 100% 18,651個 18,651個 全品目100%
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4.環境配慮への取組み 
































取  扱  量 3,470 kg 2,320 kg 4,080 kg
大気への排出量 140 kg 79 kg 130 kg














2014 年度 PRTR 報告 
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4.環境配慮への取組み 












































2010年度 1,057 2,171 3,228 2,374
2011年度 1,148 2,408 3,556 2,575
2012年度 1,133 2,398 3,531 2,564
2013年度 1,140 2,282 3,422 2,360






2010年度 2,356 3,175 5,531
2011年度 2,559 3,522 6,081
2012年度 2,525 3,507 6,033
2013年度 2,541 3,338 5,879
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円を返金する代わりに 1 枚 10 円分の募金として東日本大震災復興支援募金に寄付しています。 




販売弁当個数(個) 29,681 40,127(※) 
容器回収数(個) 12,115 12,158 
回収率(%) 40.8 30.3 
【表 1「リ・リパック」回収率】(2014.3～2015.2) 












生活論」で環境論が開講された 12 学類約 1,354 名を対象に、上記「リ・リパック」の回収の取組
みと合わせてレジ袋無料配布の中止について案内し、エコバックをプレゼントしました。また、環境
論が開講されない学類の学生向けには生協店頭で配布し、オープンキャンパスでは参加した高校生や
保護者に配布するなど、2014 年度は合計約 5,000 枚を配布しました。 
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5.バリューチェーンの活動 
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 第 9 回学生リユース市  
 2015 年 3 月 14 日（土）、金沢大学にて「第 9 回学生リユース市」を開催しました。主催は金沢
大学、金沢市役所リサイクル推進課、金沢 53 ダイエットネットワーク、金沢大学環境保全センター、
私たち金沢大学体育会ヨット部です。この学生リユース市は、キャンパス周辺に住んでいる学生から、
使用されなくなった家具・家電を無料で引き取り、主に新入生を対象に、市場価格の 10 分の 1 程度











 多くの方々のご協力のおかげで、学生リユース市は 9 回目を迎えることができました。毎年の広報
活動と利用者による口コミによって、年々、学生リユース市の存在をより多くの人びとに知っていた
だくことができ、今回の開催では 250 点近くもの物品を回収することが出来ました。そして当日購
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 被災地への寄り添い活動  
 私たち金沢大学ボランティアさぽーとステーションは、2011 年の東日本大震災で被災した岩手県
陸前高田市を中心にボランティア活動を継続して行ってきました。このボランティア活動は、震災発
生から 2 ヵ月後に初めて行って以来、毎年活動を重ね、2014 年度の派遣をもって 28 回目を迎え
ました。参加学生数はこれまでおよそ 750 名と、学年、専攻を問わず多くの学生に参加していただ
きました。 














































当日は学生：12 名、大学生協：4 名、環境保全センター：4 名、教員：3 名、合計 23 名の参加が
ありました。終了時には多くのゴミが集まり、新年度と新入生を心地よく迎えることができる通学路
となりました。参加頂いた皆様、ご参加ありがとうございました。 
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（２）教育・研究 



























































































































































































建物面積：22,302 m2 201４年 5 月現在の主要団地面積 
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10.金沢大学概要 
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  教育学研究科、人間社会環境研究科、自然科学研究科、医薬保健学総合研究科、法務研究科 
 その他 











  大学間交流協定校134機関（35か国1地域）、部局間交流協定校58機関（19か国1地域） 





































 金沢大学環境基本計画の目的に対する 2014 年度の取組みの実施状況は概略以下のとおりでした。 
目的 1 先進的な環境教育・ESD の継続的な推進と持続可能な社会に貢献する人材育成 





○ 環境に関する社会教育の推進については、学校における ESD 活動に対する支援や ESD 関係の研
修会、ユネスコスクール全国大会等への参加支援、ESD シンポジウムの開催など、ユネスコスクー
ルをはじめとする北陸の初等中等教育に対する支援活動を継続的に実施しました。また、マルチス
テークホルダーにより北陸の ESD を推進するため、金沢大学が代表団体となる「北陸 ESD 推進コ
ンソーシアム」を設立しました。附属図書館では、環境学コレクションの充実、エコ学習コンクー
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らの努力の結果、2014 年度のエネルギー消費量は、2013 年度に比べ、約 2.7%減少しました。 








目的 4 化学物質の安全・適正な管理、廃棄物の適正処理と再資源化等による環境負荷の低減 
○ 化学物質の安全かつ適正な管理については、化学物質管理システムの適正な実施を図っています。









催しました。2014 年度の廃棄物の発生量は、2013 年度に比べ約 23%増加しました。増加の大
きな要因は、宝町地区の改修工事完了による移転に伴い既存物品の整理を行ったことにより一時的
に廃棄物が多量に発生したことによるものです。 
目的 5 環境に関する情報の社会への公開、環境問題に対する啓発 
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本報告書についてのご意見・ご感想等は、下記までお寄せ下さい。   
     〒920-1192 
     石川県金沢市角間町 金沢大学施設部施設企画課 
     TEL:076-264-6180 FAX:076-234-4030 




金沢大学の Web サイトから見ることもできます。 
http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/ 
 
また、この環境報告書は、下記の金沢大学の Web サイトで公表しています。 
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_sisetu/kankyou/torikumi.html 
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